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シ ナ イ 通 信  

第 23号 

    平成 25年 9月 30日 

    

シナイモツゴ郷の米を栽培中の水田

を調査する郷の会のメンバー 6月 

  

 

 

 

 

生き物観察会で自然再生の効果を実感  

移植池でシナイモツゴとゼニタナゴが定着し河川へ生息拡大 

侵略的外来種の被害と対策を語るシンポを 11/16に開催

4 月以降、様々な活動を展開しました。

第一は宮城県内 6校のシナイモツゴ里親小

学校の支援、すべての里親小学校で新メン

バーの里親を熟年インストラクターがやさ

しく指導しながら、卵からシナイモツゴを

育ててもらっています（P7-12参照）。 

第二はため池と河川の生き物調査を地域

住民や大崎市の小学生などの参加を得て計

4 回実施することができました。この観察

会では参加者が魚や貝類を採集しながら直

接観察することにより、参加者は見事に復

元した水辺の自然を実感することができま

した（P2-4 参照）。今後も自然再生活動の

大切さを多くの方に理解していただきなが

ら、活動の拡大を図ります。一方、シナイ

モツゴとゼニタナゴが再発見されたため池

として最も重要な桂沢ため池では 2007 年

ころからゼニタナゴが減少傾向を示してい

ます。原因究明と対策を検討中です。 

第三はオオクチバス駆除用ツールの一つ

である人工産卵床の改良型を用いて、大崎

市化女沼で駆除試験を実施し多くの卵やふ

化仔魚を駆除することができました。今回

用いたのは当会が開発した二段式人工産卵

床です。これを用いることにより、産卵の

あった人工産卵床では卵とふ化仔魚のすべ

てを回収することが可能になりました（P13、

P16参照）。もちろん、繁殖抑制を効果的に

行うためにはタモ網などを使った浮上稚魚

の駆除や様々な技術を駆使した親魚の駆除

が必要であることは言うまでもありません。   

第四はシナイモツゴ生息池の管理保全を

担う農業者を支援するシナイモツゴ郷の米

認証制度の継続的活動です。シナイモツゴ

郷の米を栽培する水田や用水を確認し、シ

ナイモツゴ郷の米つくり手の会へ生き物ブ

ランド米「シナイモツゴ郷の米」の認証ラ

ベルを発行しました。つくり手の会は今年

も安全・安心・美味のひとめぼれを生産、

好評販売中です（P6参照）。 

第五は成果の発信と情報交換の場として、

共同シンポジウム「水辺の自然再生」を 11

月 16日大崎市古川で開催します。貴重な自

然を次世代へ継承するために、里親小学校

の担い手たちに登壇してもらい、さらに、

対策が急務となっている侵略的外来種につ

いて情報交換します（ｐ5参照）。是非、ご

参加ください。 （文責 高橋清孝） 

 ＴＥＬ／ＦＡＸ 0229-56-2150 

 ＭＡＩＬ shinaimotsugo93ks@ybb.ne.jp 

http://www.geocities.jp/shinaimotsugo284/ 

989-4102 宮城県大崎市鹿島台木間塚 

字小谷地 504-1鹿島台公民館内 

NPO法人 シナイモツゴ郷の会 

mailto:shinaimotsugo93ks@ybb.ne.jp
http://www.geocities.jp/shinaimotsugo284/
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 おおさき生きものクラブ 生き物観察会  

 「シナイモツゴとゼニタナゴを守ろう」に参加して 

浅 野 功 

2013年4月から、遊び、学び、楽しみなが

ら大崎市の自然や生きものに親しむ「大崎

生きものクラブ」が始まりました。５月に

古川化女沼を会場にNPOエコパル化女沼

が中心になり第1回目の行事「身近に見られ

る山菜を食べてみよう」が行われ、今回は

それに続くもので、6 月15 日（土）シナ

イモツゴ郷の会が中心となって行われまし

た。 

参加者は小学 4 年生から中学 2 年生 46

名とスタッフとして他のＮＰＯの方々や市

職員の方々、シナイモツゴ郷の米つくり手

の会、シナイモツゴ郷の会合わせて23名、

総勢 69名で開催されました。 

会場は、生きもの観察の場として鹿島台

広長地区周辺の小川、シナイモツゴ等につ

いての学習の場として大迫地区にある児童

生徒の勤労体験学習施設鹿島台学童農園の

2箇所で行われました。 

 10時 45分頃、会場に参加者のバスが到

着、開会行事後、三角網やたも網を手に、

小川に入りすくっては網の中を見、すくっ

ては見を繰り返し、魚を見つけて歓声を上

げながら、約１時間、採集と観察を行いま

した。あいにくの小雨で雨具を着ての作業

で汗をかき、また、夢中になって観察し、

びしょ濡れの子供が大勢いましたが、元気

な子供たちの声に押され、天気のほうも

徐々に回復しました。 

観察の中で大変貴重なシナイモツゴ、

スナヤツメやヨコハマシジラ（二枚貝）

の生息が確認され、思わぬ魚や貝との

遭遇に、郷の会の魚のパイオニア高橋

副理事長も感激していました。 
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次の会場の学童農園に移動し、玄関ロ

ビーに小川で捕獲した魚やシナイモツゴ、

ゼニタナゴなどの水槽を展示して第 2部

の学習会を行いました。高橋副理事長が

今回の生きもの調査結果やこれらの魚に

ついて解説をしました。捕獲した魚の中

にシナイモツゴが見つかり、これはため

池から小川へと徐々に生息域が広がって

いるためとのことでした。 

昼食はシナイモツゴが生息するため池

の水で栽培したシナイモツゴ郷の米のお

にぎりとトン汁を皆で味わいました。昼

食後、郷の会佐藤理事によりスライドを

使用して「シナイモツゴについて」「シナ

イモツゴ郷の会の活動について」、また、

郷の米つくり手の会吉田会長により昼食

に味わった「シナイモツゴ郷の米につい

て」という内容で説明・紹介がありまし

た。子供たちからシナイモツゴの餌やオ

イカワの生態について質問があり、興

味・関心の高さが伺われました。学習会

を終えてちょっとの時間でしたが屋外に

ある高台に上ったりして解放感を満喫し、

また、参加者一同、笑顔笑顔の記念写真撮

影でこの行事を終了しました。 
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山谷地区の小川で採集したイクメン、 

コオイムシ 

地元の子どもたちに魚の話をしながら調

査する郷の会会員 

地域の生き物調査レポート（山谷地区） 

坂本 啓 

 平成２５年８月４日（日），大崎市鹿島台山谷地区で毎年恒例の生き物調査が行

われました。当日は山谷地区住民とシナイモツゴ郷の会会員約４０名が参加し，広

長川の４地点で調査を行いました。今回の調査では，絶滅危惧種であるメダカ，ギ

バチをはじめ，ギンブナ，モツゴ，オイカワ，ジュズカケハゼ，ヨシノボリ，ドジ

ョウなど５科８種の魚類が確認できました（シナイモツゴの幼魚と思われるものも

見られましたが，未同定です）。特に，ギバチはお腹の大きな産卵間近のメスが確

認され，豊かな自然が着実に回復し

てきていることが感じられました。 

これらの地点は，数年前まで外来

魚のオオクチバスが確認されてい

ましたが，地元の皆さんによる周辺

ため池での外来魚駆除活動により，

バス稚魚の供給源が絶たれ，今回の

調査でもバスは確認されていま

せん。バスがいなくなった川では

小型の生き物が増えており，今年

もスジエビ，ヌカエビ（一部ミナ

ミヌマエビ含む）が大量に確認さ

れています。また，最上流部の調

査地点では，タガメの近縁種で水生昆虫界の「イクメン」である『コオイムシ』（メ

スがオスの背中に卵を産み，オスが卵

を保護する）も観察されました。（うー

ーん，見習わないとなぁ。。。） 

このような豊かな自然を守っていく

ために，ため池や河川の定期的なモニ

タリング調査は欠かせません。今後も

地元の方々と協力しながら，楽しく活

動を続けていければと思います。 
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Ｈ25年のシナイモツゴ里親支援活動 

（1）活動報告   佐藤 豪一・浅野 功 

 

NPO 法人シナイモツゴ郷の会は、絶滅の危機にあるシナイモツゴを保護し、シ

ナイモツゴが普通に生息できる自然を取り戻し、生態系全体の保全につとめること

を目的として活動しています。その目的を達成するための事業の一つとして、シナ

イモツゴを人工的に増殖し、個体数を増やすことに協力する里親制度を平成 17年

から設けています。 

 

里親会員は次の 3通りがあり、募集時期を定めて希望者の中から本会で決定し、

飼育や増殖を委嘱しています。ただし、他地域のシナイモツゴとの遺伝子攪乱を防

ぐため、学術研究の目的を除き宮城県外への移出は行っておりません。 

里親Ａ…卵から幼魚まで 1年間育てる会員。主に小中高校や団体が対象 

里親Ｂ…稚魚から成魚まで育成する会員。主に個人、小中高校、公共団体が対象 

里親Ｃ…シナイモツゴが生息するため池を管理し保全する会員。主にため池所有

者・管理者が対象 

 

平成 25年度の里親Ａ会員参加団体は、以下の 6校(4～6年生)となりました。 

◆ 鹿島台小学校(大崎市鹿島台) 

◆ 鹿島台第二小学校(大崎市鹿島台) 

◆ 小牛田小学校(美里町) 

◆ 開北小学校(石巻市) 

◆ 鳴瀬桜華小学校(東松島市)※ 

◆ 大野田小学校(仙台市太白区) 

※東松島市立小野小学校と東松島市立浜市
は ま い ち

小学校が統合し新設された。 

 

里親Ａ会員に関するおよその活動行程 

4月…活動の打合せ 

5月…事前学習会(授業あり)、成魚の回収、池の掃除・準備 

   グリーンウォーター・液肥・ミジンコの投入 

   産卵ポットの設置 

6月…シナイモツゴの発眼卵の収容(授業あり) 

    シナイモツゴ放流会(授業あり) 

7月…人工餌料開始 

   7月以降は翌年の 5月まで里親による継続した飼育管理となります。 

また、事前学習会以外に講話や飼育指導などの希望があれば、随時 

インストラクターを派遣しています。 
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●事前学習会 5月 

 里親になってもらう前にシナイモツゴの学習をします。昨年と同様「シナイ

モツゴについて」「シナイモツゴの育て方」「シナイモツゴ郷の会について」の 3

本立てとしました。できる限り児童らから質問を受ける時間を設けています。 

●成魚の回収 5月～6月上旬 

 昨年の里親が 1年間育てたシナイモツゴを、今年の里親が回収しました。 

 

●池の掃除・準備 5月～6月 

 多くの里親校で成魚の回収と同日に池の掃除を行います。 

 掃除後は池によっては数日間天日干しした後に注水してもらいます。 

 

●グリーンウォーター(GW)・液肥・ミジンコの投入、産卵ポットの設置 

 池の塩素が抜けた後、稚魚の初期餌料 

となるプランクトンの増殖を促進するた 

め当会の「ミジンコ研究会」で作製した 

グリーンウォーター(植物プランクトン) 

と液肥(有機質肥料)を池へ投入しました。 

更に後日、培養したミジンコも入れます。 

 

 
ミジンコ研究会作製の(左)液肥と(右)グ
リーンウォーター 

2013年 5月 31日小牛田小学校(美里町小牛田) 
1年間育てられたシナイモツゴ 

2013年 5月 31日美里町立小牛田小学校（5年生） 

 

2013年７月４日石巻市立開北小学校（２年生） 

 

回収の様子 2012 小野小学校（東松島市） 
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2013年 6月 18日大崎市立鹿島台第二小学校へ

発眼卵の収容 

2013年 6月 26日仙台市立大野田小学校へ

発眼卵の収容 

 

シナイモツゴ稚魚の初期餌料について 

 当会では 2011年までシナイモツゴの初期餌料はミジンコ主体としていま

したが、2012年春から更に小さな植物プランクトン主体へ変更しました。ま

た、ミジンコの発生源として田土を毎年使用していましたが、土の調達や管

理の面から考えて、田土は積極的には使用せず人工的に増殖したミジンコを

投入しています。シナイモツゴの生存率が高まるよう今後も継続して調査・

改良をしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

池にプランクトンやミジンコが十分増えるまで2～3週間程度の期間を確保しても

らいます。その間、採卵池に産卵ポット(プラスチック製植木鉢)を設置し、シナイ

モツゴが産卵するのを待ちます。 

 

●シナイモツゴの発眼卵の収容 6～7月上旬  

産卵されたポットのうち、数日以内に孵化しそうな発眼卵を選んで里親校へ運び

ます。 
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●発眼卵の追加、孵化状況の調査など 

 産卵ポットを里親校へ運んだあとは、 

池の状態や孵化の具合を確認しに行きます。

状況によって随時発眼卵を追加します。 

 

 

 

 

●池の管理 

 鹿島台小学校の校舎前にある大きなコン

クリート池の水位の低下が続いていました

が、池底に大きな亀裂が入っていました。

東日本大震災やそれ以前の大地震によるも

のと思われます。昨年末に本格的な大改修

工事を行い、春の里親の授業が始まるまで

に工事が終了しました。 

 

 

 

●里親によるシナイモツゴ放流会 

２０１３年６月２８日 

 昨年からシナイモツゴの初期餌料をミジンコから植物プランクトン主体へ変更

したのが功を奏したのか、全里親校合わせて 1000尾を超えるシナイモツゴが鹿島

台へ里帰りしました。里親を代表して鹿島台小学校の４年生が大崎市鹿島台地内

のため池へ放流しました。ため池には当初、外来魚が侵入していたため地域の住

民らと協力して数年前から駆除作業等を重ね、シナイモツゴが安全に生息できる

環境を整えてきたものです。 

 放流方法の説明の後、各組の代表者が放流しました。地域の皆さんや里親の皆

さんの努力によって、今年もまたシナイモツゴの生息域が広まりました。 

 

 

2013年 6月 18日大崎市立鹿島台第二小学校へ 

発眼卵の収容 
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ソーラー発電システムの設置風景  手前が水槽 7月 

 後日、ソーラーパネルを 3枚に増設しました。 

（2）ソーラー発電エアレーションによる飼育試験 

                 高橋 清孝 

当会はだれでも出来る簡単技術の開発と導入を進め、市民による自然再生を目指しています。

この一環として里親飼育池でソーラー発電を電源とするエアレーションの実験を実施中です。 

各里親校では校庭池や大型の水槽でシナイモツゴを飼育しています。屋外で飼育するため電

源の確保が困難なため、エアポンプを用いたエアレーション（通気）を行うことが出来ません

でした。このため、池や水槽によって水質が悪化し稚魚の生き残りが減少することがありまし

た。昨年の飼育実験でエアレーションを行うことにより水質を改善し生き残りを格段に高めら

れることが分かりましたので、ことしはソーラー発電システムを導入し試験しています。発電

量は 55Ｗ/時間です。会員が工夫を重ねて、風雨に耐えられるようソーラーパネルの台座やバ

ッテリーなどを収納する容器を

作成しました。7月に 1か所の

里親飼育池に設置し状況を観察

しています。幸いな事に、現在

まで停止することなく稼働して

います。もちろん、稚魚も元気

に生育しています。 

水温が高く水質が変動しやす

い夏～初秋は問題なく乗り切る

ことが出来ました。今後、さら

に日照時間が短くなる冬期間の

稼働について注目されるところ

です。 

この試験は一般公益法人大阪

コミュニテイ財団（東洋ゴム環

境基金）の助成を受けて実施し

ています。 

 

（3）里親活動について         二宮 景喜                   

５月から現在までの里親活動について振り

返り報告します。 

 小学校の里親活動は前年から飼育してき

た稚魚の回収から始まりますが、今年は大

変な好成績でした。回収した稚魚の数は、

鹿島台二小 332尾、鳴瀬桜華小 244尾、石

巻開北小 219尾、小牛田小 198尾、仙台大

野田小 180尾で合計 1173尾に上り、例年

の約３倍になりました。鹿島台小は、昨年

秋に急きょ飼育池の大規模改修をしたため、

池での飼育を中断する事態になりましたの

で、この数字に入っていないのが残念です。 

好成績をあげた背景には、何と言っても

各里親校の子供たちや先生方が一生懸命育
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ててくれたことがありますが、一昨年より

始めた孵化直後の仔魚が捕食する植物性プ

ランクトンを確実に発生させる取り組みが

機能したことがその第一の理由として考え

られます。この点につきましては、本号掲

載の佐藤豪一・浅野功さんの記事をご参照

ください。 

この成果を受けて、6月 28日に行われた

シナイモツゴ放流会には、里親小学校の代

表として鹿島台小学校の 4年生全員が参加、

地域の人たちなども加わり、今までにない

約 1000 尾を鹿島台地区のため池に放流し

ました。いつもより多い分だけ、このため

池がシナイモツゴが普通にいる池としてす

みやかに復活してほしいと願っています。 

尚、残り約１００尾を個人の里親用に残

しております。シナイモツゴ里親制度規約

に基づいて希望者にお分けしますので、お

申し出ください。なお、個人の里親になる

ためには本会の正会員又は賛助会員である

ことが条件です。 

さて、本年度の稚魚の回収後の里親活動

ですが、今年は学校での学習会の日程と発

眼卵の移入の時期をリンクさせないことに

しました。今までは学習会の日にあわせて、

発眼卵を採り、子どもたちに見せ、子ども

たちの手で池に入れるように努めてきまし

たが、日程通り発眼卵を用意することには、

今まで大変な無理や苦労がありました。今

年は日程に関係なく発眼卵が採れ次第学校

に持っていくことにしたので、確かに昨年

よりは楽になりましたが、子どもたちに十

分に卵を見てもらえないことが多くなって

しまいました。 

子どもたちにシナイモツゴの学習をして

もらうことは里親活動の根幹となる大切な

部分です。その中で子どもたちが発眼卵を

直接見て、生命の不思議さを知り、驚き、

感動します。そのような子どもたちの様子

を見ることが私たちにも楽しみでした。ま

まならない産卵時期ゆえに、今のところう

まい解決方法がないのが残念です。 

今年の繁殖池での産卵状況ですが、6 月

に異常な渇水期があり心配しましたが、昨

年よりは順調に産卵し、発眼卵の採取も昨

年ほどは苦労しませんでした。しかし、シ

ナイモツゴの産卵習性についてわからない

ところがまだまだ多く、タイミングの計り

方が外れることがしょっちゅうでした。水

温との関係が密接ですが、温暖化が進んで

いるためか、最近は 5月にもかなりの産卵

がありますので、今後は学校の池の準備な

ど発眼卵の受け入れ態勢をなるべく早く整

えておくことが必要になると考えています。 

現在、シナイモツゴの生育状況はおおむ

ね順調です。多くの学校では孵化した稚魚

の数も多

く、来春

は今年と

同じよう

に多くの

稚魚の回

収が期待

できそう

です。た

だ、同じ

ようにや

っていて

も、それ

ぞれの池によってさまざまな問題点が出て

きますので、現在も里親学校を訪問しなが

ら対処しているところです。最後に、里親

活動は春夏の活動のピーク時だけでなく、

慢性的に人手不足に悩んでいますので、是

非皆さんの手助けをお願いします。 
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人工産卵床の設置 5月化女沼 

二段式人工産卵床に産み

付けられたオオクチバス

の卵、下段へ大量に落下

している。5月化女沼 

 会員だより①  

化女沼のブラックバス駆除に参加して 橋本 泰佑 

化女沼には伝説があります。要約すると、

長者には美しい娘がいて、イケメンの旅人

が訪ねてきたと。そして、旅人が去った。

その後、娘は子供を産んだが、産まれたの

は人間の子でなく、白い蛇だった。娘は大

変おどろいて自殺したという話です。 

私の勝手な解釈では、娘が子供を産み、自

殺した時、近隣住民はとても驚き、悲しみ、

怒って、この沼を化女沼と名付けたのでは

ないかと思います。化女沼の近くに住んで

いる人は、近隣の付き合いを大事にし、非

常に義理堅いからです。 

 今回、ブラックバス駆除の試験に参加さ

せて頂き、何度も化女沼を訪れました。最

初、試験地への通路が草ぼうぼうで歩行困

難な状態だったのですが、これを見たエコ

パル化女沼の職員の方がきれいに刈り取っ

てくれました。また、器材の運搬や保管に

も細かに配慮していただきました。とても

感謝しながら、やはり、化女沼の近くの住

民は義理堅いと確信しました。 

 高橋副理事長の発案で、化女沼で人工産

卵床によるバス駆除の実験が行われ、バス

の産卵が確認されました。高橋さんたちは

産卵床のブラックバスの卵の量から見て、

「化女沼は、初期の伊豆沼を彷彿とさせる」

というような会話をしていました。今回の

試みで、人工産卵床でブラックバスの産卵

が確認された結果、化女沼でも人工産卵床

の導入が可能と思われました。ブラックバ

ス駆除は外来種問題ではあるのですが、他

の外来種

問題より

もとても

深刻な問

題だと感

じていま

す。魚は

食用とし

ても利用

されます。

ブラック

バスが入

った水域

では、最

終的にブラックバスや、ブラックバスの口

より大きな在来種（コイ、フナ等）のみに

なってしまいます。ブラックバスに占拠さ

れた水域では、生態系が復元することはあ

りません。つまり、ブラックバスが滅びる

と、その水域は無になってしまいます。在

来種であれば、一部が減少しても、種が多

様であり、その繁殖力で、また再生産が可

能です。今、日本は飽食の時代ですが、何

が起こるか分かりません。東日本大震災も

想定外でした。ブラックバス駆除を続け在

来種を繁栄させる事は、様々な地域の食料

を供給するという観点から、重要な意義が

あるかもしれません。 

ブラックバスは完全駆除出来ないと私は考
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イワナ料理を味わう会員たち 

（4月 栗原市栗駒耕英 勝又養魚場） 

えています。開放的で大きな水域である場

合、ブラックバスが根付いた時点で、人間

し続けなくてはいけないと思います。この

活動を、如何に続けて行くのかという事が

大事になっていくだろうというのが私の考

えです。 

 会員だより②       移移移動動動研研研修修修会会会ににに参参参加加加しししててて   

            イイイワワワナナナののの刺刺刺身身身ににに舌舌舌打打打つつつ   榎   勉  

栗駒山麓の新春を訪ね、感動の一日の移動研修

日、4 月 27 日のことです。先にいわきの「ア

クアマリンふくしま」へ参加したことがありま

すが、今回で 2度目です。何れも、鈴木康文さ

んからの誘いがあったからです。 

 化女沼を見学して、一路栗駒山麓へ向かった

のは 10時半過ぎです。高原大根で有名な耕英

開拓地を右に見ながら、一路数又養魚場へ。数

又養魚場は、栗駒に勤務した教員の仲間から、

初代の数又さんは PTA の役員で、養鯉を始め

たとか聞いたことがあったので、興味深かった

のです。 

 昭和 46年に、日本で初めて「イワナの養殖」

に成功し、現在は二代目だそうです。 

 早速昼食、「岩魚の館」へ案内されました。

そこは農家の木造民家の座敷、テーブルには塩

焼きのイワナ、その刺身とメニューは山菜料理

など、豊富に用意されていて、早速ご馳走にな

りました。イワナの塩焼きの美味しいことは勿

論ですが、刺身は珍味で格別です。養魚のイワ

ナでないと刺身は食べられないということか

ら、ここでしか食することができません。遠慮

なくご馳走になりました。栗駒の水の米、ご飯

も美味しくて、お代わりする会員もいました。

塩焼きのイワナを土産にと、奥様に特別に頼み

ました。 

 食後は、自由に養魚場を視察。また、その周

辺を散策、フキノトウ、ミズバショウ、ザゼン

ソウ等の花も咲いていて、暫し山野草を観察し

ました。 

 午後 1時 30分、ハイルザームへ。栗駒山懐

にあるだけに、風も強く寒さは真冬並み、身体

が冷え、ミズバショウの群落の木道を急いで回

ることに精一杯でした。 

 ホテルは暖かく、冷えた体を温めるのに天国

です。休憩室にいると居眠りができる程です。

温泉に入った会員もいました。温泉プールもあ

って、文字通りのハイルザームです。また地場

産品もあって、お土産を買った方もいます。 

 午後２時

４５分、ハ

イルザーム

を発ち帰途

に向いまし

た。途中尾

根から、荒

砥沢ダム崩落地を窓越しに見ることが出来ま

した。 
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土水路の水田はトウキョウダル

マガエルの天国  8月鹿島台 

土水路の水田ではメダカなどと

一緒にのんびり生活しています    

8月鹿島台 

 イワナの美味かったことが印象に残った、郷

の会の移動研修会、有意義な耕英開拓地見学会

でした。 

トウキョウダルマガエル 水辺の仲間たち⑦ 高橋清孝 

 

田んぼや池の岸辺で最も普通に見られるカ

エルです。トノサマガエルと呼ぶ人もいますが、

宮城県に生息しているのはトウキョウダルマ

ガエルです。このカエルは関東平野と仙台平野、

長野と

新潟に

分布し、

東海～

瀬戸内

にはナ

ゴヤダ

ルマガ

エルが

分布し

ていま

す。これらはシナイモツゴとモツゴの分布パタ

ーンと類似して興味深いですね。トノサマガエ

ルに比べ手足が短いことからダルマガエルと

呼ばれ、関東地方で多く見られたことからトウ

キョウダルマガエルと命名されたようです。最

近まで水田地帯で昆虫などを食べて繁栄して

きましたが、近年激減し、環境省レッドリスト

は準絶滅危惧（NT）、宮城県は準絶滅危惧種

に指定しています。当地、鹿島台ではこん

なに沢山いるのになぜ？と不思議に思わ

れるかもしれません。でも、足に吸盤を持

たないこのカエルは圃場整備した水田の

コンクリート側溝が大の苦手だし、ため池

などでは外来種のウシガエルに食べられ

ています。

驚くほど

多くの田

園地帯で

絶滅状態

になって

います。

昔から、

親しんで

きた生き

物がここ

でも危機に瀕し、助けを求めています。 

 

シシシナナナイイイモモモツツツゴゴゴ BBBCCCCCC 通通通信信信   （2013年 8月 19日配信）    

会員の情報共有のための配信メール（1～3回/月）です。受信ご希望の方はご連絡下さい。 

 

みなさま 

 

残暑お見舞い申し上げます。 

東北は立秋直後から猛暑となりました。 

お変わりありませんか？ 

 

さまざまな報告書作成などに忙殺され 

BCC通信の発行が遅れたことお詫びします。 

 

イベント情報 
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① 広長地区生き物観察会と池干しブラックバ

ス駆除のお知らせ 

期日：H25年 9月 8日（日）９：30～ 

集合場所：広長地区公会堂 

② 秋のシンポジウム 

期日：H25年 11月 16日（土）10：00～ 

会場：宮城県大崎合同庁舎 1F大会議室（大

崎市古川） 

メインテーマ：水辺の自然再生－ゆたかな

自然を次世代へ 

ゆたかな自然を守るための外来魚対策を中

心に企画 

  近日中に詳細をお知らせします。 

③ 理事会・定例会 

期日：H25年 8月 24日（土）18：00～ 

会場：大崎市鹿島台公民館 

成果情報 
① 化女沼ダムの人工産卵床によるブラッ

クバス駆除試験 

5月 5日 3箇所に当会が開発した 2段

式人工産卵床計 15個を設置、 

6月 22日までに 13個で産卵あるいは

ふ化仔魚を確認。 

10年前の伊豆沼（バス駆除開始前）と

同程度の産卵が確認されました。 

下段トレーにおける卵と稚魚の回収量

は上段トレーの 2倍以上です。 

従来型では回収できない卵とふ化稚魚

を含め全量を回収し発見率を高められ

るのがこの装置の特徴です。 

NPO法人エコパル化女沼と伊豆沼・内

沼環境保全財団にご協力いただきまし

た。 

② 山谷地区生き物観察会 8月 4日 

地区を流れる小川で地域の子どもたち

を中心に実施。 

シナイモツゴ、フナ、モツゴ、タモロ

コ、オイカワ、タイリクバラタナゴ、 

メダカ、ギバチ、ドジョウ、ヌカエビ、

コオイムシ、マシジミ、タガイ、ヌマ

ガイ 

③ 志田谷地地区生き物観察会 8月17日 

地区を流れる水路で地域の子どもたち

を中心に実施。 

コイ、モツゴ、タモロコ、ナマズ、ド

ジョウ 

ヌカエビ、マシジミ 

④ 蒜沢地区生き物観察会（登米市）   

8月 18日 

地区を流れる水路で地域の子どもたち

を中心に実施。 

フナ、モツゴ、タモロコ、オイカワ、

メダカ、ドジョウ、ヌカエビ 

⑤ ソーラー発電を電源とするエアレーシ

ョンシステムの設置 

シナイモツゴ里親校の鹿島台第二小学

校へ 55Wソーラー発電を電源とするエ

アポンプを設置しました。 

昨年の実験によりふ化稚魚の飼育水槽で

エアレーションをすることにより 

生残率が格段に向上したことを受け、阿

武隈生物研究会の協力を得て実施しまし

た。現在、稼働中で稚魚も元気に成育中

です。 

⑥ 昨年 5 月に撮影したシナイモツ

ゴ産卵の動画を youtube にアッ

プしています。 

郷の会の HP から簡単に入ることが出来ま

す。是非ご覧ください。 

 
シナイはアイヌ語で大きな川（沢）を意味します。小さな流れが大きな川になるように地道な活動を続けていきましょう。 

 

 

 


